
スクリプトモジュールの使用

この章は、次の項で構成されています。

• スクリプトモジュールの使用, 1 ページ

• スクリプトモジュールの追加, 2 ページ

• ライブラリの追加, 2 ページ

• JARファイル, 4 ページ

• 値のリスト, 4 ページ

• 表形式のレポート, 7 ページ

• コンテキストマッピング, 12 ページ

• スクリプトモジュールのインポートおよびエクスポート, 17 ページ

スクリプトモジュールの使用
基本的に、スクリプトモジュールは、カスタムスクリプト、JARファイル、および入力コント
ロールを収容するコンテナです。スクリプトモジュールにこれらの要素を含めることにより、カ

スタムワークフロータスクに統合可能なライブラリスクリプトを追加するなどといった、カス

タマイズされたアクションを実行できます。スクリプトモジュールをエクスポートして、別のア

プライアンスにインポートすることができます。インポートされたモジュールに含まれる登録済

みスクリプトは、新しいアプライアンスで使用可能になります。

次の表に、スクリプトモジュールを使用して実行できるアクションの説明を記載します。

参照先タスク

スクリプトモジュールの追加, （2ページ）スクリプトモジュールの追加

ライブラリの追加, （2ページ）ライブラリの追加

JARファイルの追加, （4ページ）jarの追加
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参照先タスク

値のリスト, （4ページ）値のリスト（LOV）の追加

表形式のレポート, （7ページ）表形式のレポートの追加

コンテキストマッピング, （12ページ）コンテキストマッピングの追加

ワークフロー、カスタムタスク、スクリプト

モジュール、およびアクティビティのエクス

ポート

スクリプトモジュールのエクスポート

ワークフロー、カスタムタスク、スクリプト

モジュール、およびアクティビティのインポー

ト

スクリプトモジュールのインポート

スクリプトモジュールの追加
新しいスクリプトモジュールを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Modules）]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [モジュール情報（Modules Information）]画面で、次の情報を入力します。

説明名前

スクリプトモジュールの名前。[モジュール名（Module Name）]フィールド

スクリプトモジュールの説明。[モジュールの説明（ModuleDescription）]フィール
ド（オプションですが、入力することを推奨）

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

ライブラリの追加
タスクライブラリを追加するには、次の手順に従います。
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はじめる前に

ライブラリを追加するには、その前に、スクリプトモジュールが必要です。スクリプトモジュー

ルの追加, （2ページ）を参照してください。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Modules）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（Script Modules）]ペインで、ライブラリを追加するスクリプトモジュールをダ
ブルクリックします。

ステップ 4 [ライブラリ（Library）]タブをクリックします。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 [ライブラリ情報（Library Information）]画面で、次の情報を入力します。

説明名前

スクリプトモジュールの名前。[名前（Name）]フィールド

スクリプトモジュールの説明。[説明（Description）]フィールド

この領域にライブラリスクリプトを追加します。[スクリプト（Script）]テキストボックス

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

ライブラリへのアクセス

ライブラリには次の方法でアクセスできます。

別のライブラリからライブラリを呼び出す

loadLibrary("Module Name>/<Library Name>")という構文を使用して別のライブラリからライブラ
リを呼び出します。

次に例を示します。

ImportPackage(java.lang);

function test1(){
logger.addInfo("test1");
loadLibrary("Test_Module/testlib1");
}
test1();
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カスタムタスクからライブラリを呼び出す

カスタムワークフロータスクを作成するときに、上記の例と同じ構文を使用してライブラリを呼

び出すことができます。カスタムタスクからライブラリを呼び出す方法を含め、カスタムタスク

の使用方法については、『Cisco UCS Director Custom Task Getting Started Guide』を参照してくださ
い。

JAR ファイル
スクリプトモジュールには、.jarファイルを登録できます。ファイルを登録すると、スクリプ
トモジュールを使用して、ライブラリまたはカスタムタスクから .jarの内容を呼び出せるよう
になります。

JAR ファイルの追加
スクリプトに .jarファイルを追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Modules）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（Script Modules）]ペインで、jarファイルを追加するスクリプトモジュールをダ
ブルクリックします。

ステップ 4 [jar]タブをクリックします。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 [Jarの追加（Add Jar）]画面で、[参照（Browse）]をクリックします。

ステップ 7 ローカルフォルダから、アップグレードする .jarファイルを選択します。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

値のリスト
値のリスト（LOV）とは、Cisco UCS Director GUIから呼び出したり、タスクまたはワークフロー
の入力として呼び出したりできる、検索可能なリストのことです。たとえば、タスクまたはワー

クフローの入力のデータタイプを選択する際に、LOVを呼び出して選択肢を表示することができ
ます。

独自の値のセットを表示する LOVをタスクやワークフローの入力として作成し、作成した LOV
をスクリプトモジュールに保存できます。
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値のリストの追加

値のリスト（LOV）を作成するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

スクリプトモジュールを作成します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Module）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（Script Module）]ペインで、使用するスクリプトモジュールをダブルクリックし
ます。

ステップ 4 [LOV（LOVs）]タブをクリックします。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 [LOV情報（LOV Information）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

説明名前

LOVの名前。[名前（Name）]フィールド

LOVの説明（オプション）。[説明（Description）]フィールド

LOVプロバイダー登録用のテンプレートコードが
示されます。次の手順の説明に従って

getDataProvider()メソッドに変更を加えることで、

独自の実装を提供します。

次の手順で説明されているスクリプトの

行だけを編集します。createLOV()、

registerLOV()、または

registerGlobalInputs()メソッドは編集

しないでください。編集すると、LOVが
機能しなくなる可能性があります。

（注）

[スクリプト（Script）]テキストボックス

ステップ 7 [スクリプト（Script）]テキストボックスで、次のようにして名前と値のペアをリストに追加します。
a) getDataProvider()関数を見つけます。この関数は以下のように示されます。

function getDataProvider(){
var lovRegistry = LOVProviderRegistry.getInstance();
var lovProvider = new com.cloupia.service.cIM.inframgr.forms.wizard.LOVProviderIf({
getLOVs : function(session) {
//provide your own implementation for Lovprovider
var formlovs = [];
var formlov = new FormLOVPair("Flex","1");
formlovs[0] = formlov;
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var formlov = new FormLOVPair("Generic","2");
formlovs[1] = formlov;
return formlovs;
//End of implementation for Lovprovider
}
});
return lovProvider;
}

b) 強調表示されているテキストを変更して、独自の名前と値のペアを定義します。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

値のリストの編集

既存の値のリスト（LOV）を編集するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Module）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（Script Module）]ペインで、編集する LOVを含むスクリプトモジュールをダブ
ルクリックします。

ステップ 4 [LOV（LOVs）]タブを選択します。

ステップ 5 編集する LOVを選択します。

ステップ 6 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 7 変更が許可されている LOVフィールドを編集します。

説明名前

LOVの名前が表示されます。

既存のLOVの名前を変更することはでき
ません。

（注）

[名前（Name）]フィールド

LOVの説明。[説明（Description）]フィールド

LOVプロバイダー登録用のテンプレートコードを
編集します。getDataProvider()メソッドに変更を

加えて、独自の実装を提供します（値のリストの追

加, （5ページ）を参照）。

createLOV()、registerLOV()、または

registerGlobalInputs()メソッドは編集

しないでください。編集すると、LOVが
機能しなくなる可能性があります。

（注）

[スクリプト（Script）]テキストボックス
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ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

値のリストの削除

はじめる前に

すべてのカスタムタスクとワークフローから値のリスト（LOV）への参照を削除します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Module）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（Script Module）]ペインで、削除する LOVを含むスクリプトモジュールをダブ
ルクリックします。

ステップ 4 [LOV（LOVs）]タブをクリックします。

ステップ 5 削除する LOVを選択します。

ステップ 6 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

表形式のレポート
表形式のレポートとは、Cisco UCS Director GUIから呼び出したり、タスクまたはワークフローの
入力として呼び出したりできる、カラム型リストのことです。たとえば、[ワークフロー
（Workflows）]タブでワークフローを選択する際に、表形式のレポートを呼び出して選択肢を表
示できます。

独自の定義済み値のセットをタスクまたはワークフローの入力として表示する表形式のレポート

を作成できます。作成した表形式のレポートは、スクリプトモジュールに保存できます。

Cisco UCS Director リリース 6.0 オーケストレーションガイド
7

スクリプトモジュールの使用

値のリストの削除



表形式のレポートの追加

はじめる前に

スクリプトモジュールを作成します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Module）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（Script Module）]ペインで、使用するスクリプトモジュールをダブルクリックし
ます。

ステップ 4 [表形式のレポート（Tabular Reports）]タブをクリックします。

ステップ 5 追加（+）ボタンをクリックします。

ステップ 6 [表形式のレポート情報（Tabular Report Information）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

説明名前

表形式レポートの名前。[表形式レポートの名前（Tabular Report
Name）]フィールド

LOVの説明（オプション）。[説明（Description）]フィールド

追加（+）ボタンをクリックして、次のフィールドに値を入力
します。

[列のエントリ（Column Entries）]リス
ト

列の名前。[列名（ColumnName）]テキストボック
ス

列のエントリのデータ型。次のオプションがあります。

•テキスト（Text）

•整数（Integer）

•長整数型（Long）

•倍精度浮動小数点型（Double）

[列タイプ（Column Type）]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

列にオプションを追加するには、このチェックボックスをオン

にします。次のオプションがあります。

• [管理列（Management column）]チェックボックス：列の
エントリを 1つだけにする場合はオンにする必要があり
ます。

• [列を表示（Display column）]チェックボックス：列のエ
ントリを 1つだけにする場合はオンにする必要がありま
す。

• [フィールドを非表示（Hide the Field）]チェックボック
ス：列のエントリを任意にする場合は、このオプション

をオンにします。

[列のエントリ（Column Entries）]テキ
ストボックス

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 8 作成する列のすべてに対して、上記の 2つのステップを繰り返します。

ステップ 9 [スクリプトを表示（Show Script）]チェックボックス：[スクリプト（Script）]テキストエリアを表示し
て編集できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

列を作成するときに、[スクリプト（Script）]テキストエリアの列の作成スクリプトが自動的に生成され
ます。

レコードは 1つの行からなり、その行には列ごとに 1つの値が格納されます。レコードを作成するには、
[スクリプト（Script）]テキストエリアを編集します。

[スクリプト（Script）]テキストエリア内の //START OF YOUR IMPLEMENTATIONの前および //END

OF YOUR IMPLEMENTATIONの後を編集または削除しないでください。.
（注）

a) レコードエントリを作成するには、次の手順を実行します。
表形式のレポートで定義した各列エントリに対する値を作成します。スクリプトの行 //START OF YOUR

IMPLEMENTATION.と行 //END OF YOUR IMPLEMENTATION.の間のセクションに以下の値を作成します。次の

リストに示すように、[列エントリ（Column Entry）]の [列タイプ（Column Type）]に応じて正しい関
数を使用します。

•テキスト：model.addTextValue("value");

•整数：model.addNumberValue(42);

•長整数型：model.addLongNumberValue（1000）;

•倍精度浮動小数点型：model.addDoubleValue（8.6）;

model.completedRow();を使用してレコードエントリの関数呼び出しを区別します。
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ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

例：列のエントリとしてのレコードエントリの作成

表形式レポートに 2つの列のエントリを作成するとします。最初の列のエントリの列名は Name、

列タイプは Textです。2番目の列のエントリの列名は Department、列タイプは Longです。表形式

レポートに列のエントリを作成すると、システムによって、それらの列を作成するスクリプト内

に以下の関数呼び出しが生成されます。

function implementationForTabularReport(report)
{
var model = new TabularReportInternalModel();
model.addTextColumn("Name","Name");
model.addNumberColumn("Department","Department");
model.completedHeader();
//START OF YOUR IMPLEMENTATION.

//END OF YOUR IMPLEMENTATION.
model.updateReport(report);
}
function getSelectionColumnId(){
return "1";
}
function getDisplayColumnId(){
return "0";
}

スクリプト中央に //START OF YOUR IMPLEMENTATION.で始まり //END OF YOUR IMPLEMENTATION.で

終わるセクションがあります。この 2つの行の間にレコードエントリを作成します。レコード
エントリにより、値が列のエントリに割り当てられます。

以下の例では、テキスト値 "Smith"が列名 Nameの列に割り当てられ、長整数型の数値 40が列名

Departmentの列に割り当てられます。関数呼び出し model.completedRow(); は、このレコードエ

ントリの終了を示します。

function implementationForTabularReport(report)
{
var model = new TabularReportInternalModel();
model.addTextColumn("Name","Name");
model.addLongNumberColumn("Department","Department");
model.completedHeader();
//START OF YOUR IMPLEMENTATION.

model.addTextValue("Smith");
model.addLongNumberValue(40);
model.completedRow();

//END OF YOUR IMPLEMENTATION.
model.updateReport(report);
}
function getSelectionColumnId(){
return "1";
}
function getDisplayColumnId(){
return "0";
}
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表形式のレポートの編集

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Module）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（ScriptModule）]ペインで、表形式のレポートを編集するスクリプトモジュール
をダブルクリックします。

ステップ 4 [表形式のレポート（Tabular Report）]タブを選択します。

ステップ 5 編集する表形式のレポートの名前を選択し、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 6 [編集（Edit）]ダイアログボックスで、変更するフィールドを編集します。
[管理（Management）]列または [表示（Display）]列の [列タイプ（Column Type）]ドロップダ
ウンリストの値を変更できます。[管理（Management）]列または [表示（Display）]列の [列タ
イプ（Column Type）]チェックボックスをオフにする場合は、既存の列エントリを削除し、新
しく作成する必要があります。

（注）

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

表形式のレポートの削除

はじめる前に

すべてのカスタムワークフロータスクから表形式のレポートへの参照を削除します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Module）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（Script Module）]ペインで、削除する表形式のレポートが含まれているスクリプ
トモジュールをダブルクリックします。

ステップ 4 [表形式のレポート（Tabular Report）]タブを選択します。

ステップ 5 削除する表形式のレポートの名前を選択します。

ステップ 6 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
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コンテキストマッピング
コンテキストワークフローマッピングは、ページ上のワークフローにマッピングされたアクショ

ンラベルからなります。このアクションラベルをクリックすると、ワークフローがトリガーされ

ます。

厳密には、コンテキストマッピングはオーケストレーションに含まれません。これは、Cisco
UCS Directorユーザインターフェイスに対する変更です。コンテキストマッピングがここに
含まれているわけは、スクリプトモジュールの有用なアプリケーションであるためです。

（注）

コンテキストマッピングモジュールを使用すると、コンテキストワークフローマッピングを動

的に追加することができます。この場合、ページのアクションラベルを作成し、そのアクション

ラベルにワークフローを割り当てることで、Cisco UCS Director UIをカスタマイズできます。

コンテキストマッピングを作成するには、アクションラベルを追加するページの名前を把握して

いる必要があります。ページの名前およびその他のメタデータは、Cisco UCS Directorで開発者メ
ニューを有効にすると、[情報（Information）]ダイアログに表示されます。

コンテキストマッピングを作成する前に、次のセクションの説明に従って、メタデータを有効に

します。

メタデータの有効化

レポートメタデータにアクセスするには、開発者メニューを有効にします。

レポートメタデータでのレポートという言葉は、Cisco UCS Directorユーザインターフェイス
内のページを指します。

（注）

開発者メニューを有効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco UCS Directorで右上にあるログイン名をクリックします。
たとえば、adminとしてログインしている場合、Cisco UCS Directorの右上に adminと表示されます。

ステップ 2 [ユーザ情報（User Information）]ダイアログボックスで、[詳細設定（Advanced）]タブをクリックします。

ステップ 3 [[開発者]メニューの有効化(このセッション)（Enable Developer Menu (for this session)）]チェックボックス
をオンにします。

現在のセッションの間中、[REST APIブラウザ（REST API Browser）]が [オーケストレーション
（Orchestration）]メニューでアクティブになり、このセッションで開かれるレポートビューで [レポート
メタデータ（Report Metadata）]オプションが利用可能になります。
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[詳細（Advanced）]タブにはアカウントの REST APIアクセスキーコードも表示されま
す。

ヒント

ステップ 4 [ユーザ情報（User Information）]ダイアログボックスを選択します。

次の作業

任意のレポートで [レポートメタデータ（Report Metadata）]アクションをクリックして、レポー
ト名を含むレポートメタデータを表示します。

コンテキストマッピングの追加

はじめる前に

•スクリプトモジュールを作成します。

•アクションラベルを使用するページを識別します。レポートメタデータを使用して、その
ページの名前を見つけます。メタデータの有効化, （12ページ）を参照してください。コン
テキストマッピングを作成する際は、そのページの名前を使用します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Module）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（Script Module）]ペインで、使用するスクリプトモジュールをダブルクリックし
ます。

ステップ 4 [コンテキストマッピング（Context Mapping）]タブをクリックします。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 [コンテキストマッパーの追加（Add Context Mapper）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

説明名前

コンテキストマッピングの一意の名前を入力しま

す。システムによって同じ名前のコンテキストワー

クフローマッピングが作成されます。

[名前（Name）]テキストフィールド

アクションラベルを追加するレポート（ページ）

の名前を入力します。この名前は、レポートの [レ
ポートメタデータ（ReportMetadata）]の reportName
フィールドの値です。

[レポート名（Report Name）]テキストフィールド
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説明名前

[選択（Select）]をクリックして [選択（Select）]ダ
イアログボックスを表示します。使用する表形式

フィールドの横にあるボックスにチェックマークを

入れます。

[表形式フィールドを選択（Select Tabular Field）]ド
ロップダウンリスト

コンテキストマッピングの説明。[説明（Description）]テキストフィールド

コンテキストマッピングを作成して、そのコンテ

キストマッピングを既存のレポートに関連付ける

スクリプト。

システムによって、フィールドに入力し

た情報でスクリプトが更新されます。ス

クリプトを編集する必要はありません。

（注）

[スクリプト（Script）]テキストエリア

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
[ステータス（Status）]列に [成功（Success）]または [失敗（Fail）]と表示されます。

ステップ 8 結果が [失敗（Fail）]の場合は、コンテキストマッピングを編集し、正しいレポート名と表形式フィール
ドが入力されていることを確認してから、再度 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 9 結果が [成功（Success）]の場合は、メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション
（Orchestration）]を選択します。

ステップ 10 [コンテキストワークフローマッピング（Context Workflow Mapping）]タブをクリックします。
作成したコンテキストマッピングが [マッピング名（Mapping Name）]列にリストされます。

ステップ 11 作成したコンテキストワークフローマッピングをクリックします。

ステップ 12 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 13 [ワークフローマッピングの編集（Edit Workflow Mappings）]ダイアログボックスで、[ワークフローの追
加（Add Workflow）]をクリックします。

ステップ 14 [ワークフロー 1（Workflow 1）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

説明名前

このボックスをオンにすると、[ワークフロー
（Workflow）]ドロップダウンリストに使用可能な
値が表示されなくなります。ワークフロードロッ

プダウンリストにワークフローが表示されるよう

にするには、[ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]ダイアログボックスで [コンテキスト
ワークフローマッピング（Context Workflow
Mapping）]を実行します。

このボックスをオンにしていない場合は、残りの

フィールドに情報を入力します。

[選択が必要です（Selection Required）]チェック
ボックス
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説明名前

アクションラベルを追加するレポート（ページ）

の名前を入力します。この名前は、レポートの [レ
ポートメタデータ（ReportMetadata）]の reportName
フィールドの値です。

[レポート名（Report Name）]テキストフィールド

ワークフローを関連付けるためのアクションラベ

ルの名前を入力します。一意の名前である必要があ

ります。

[アクションラベル（ActionLabel）]テキストフィー
ルド

ユーザがレポートのアクションラベルをクリック

したときに実行されるワークフローを選択します。

[選択が必要です（SelectionRequired）]チェックボッ
クスをオンにしていると、新しいワークフローが作

成されます。[選択が必要です（SelectionRequired）]
チェックボックスをオンにしていない場合は、こ

のドロップダウンリストに表示されるワークフロー

を選択します。

[ワークフロー（Workflow）]ドロップダウンリス
ト

コンテキストマッピングを作成して、そのコンテ

キストマッピングを既存のレポートに関連付ける

スクリプト。

システムによって、フィールドに入力し

た情報でスクリプトが更新されます。ス

クリプトを編集する必要はありません。

（注）

[選択が必要です（Selection Required）]チェック
ボックス

[認定ユーザタイプ（Authorized User Types）]ダイ
アログボックス：[項目の選択（Select Items）]ダイ
アログボックスで、認定するユーザタイプごとに

チェックボックスをクリックします。選択できるタ

イプは、次のとおりです。

•サービスエンドユーザ（Service End-User）

•グループ管理者（Group Admin）

•システム管理者（System Admin）

•オペレータ/その他の管理者（Operator/Other
Administrator）

[認定ユーザタイプ（Authorized User Types）]ダイ
アログボックス

このコンテキストワークフローマッピングに追加のワークフロー手順を追加するには、[ワークフローの
追加（Add Workflow）]ボタンをクリックし、フィールドに値を入力します。
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このコンテキストワークフローマッピングからワークフローの手順を削除するには、削除するワークフ

ローの下の [フィールドの削除（Delete Field）]をクリックします。

ステップ 15 ワークフローマッピングが完成したら、[送信（Submit）]をクリックします。
マッピングされたレポートに、定義したアクションラベルが表示されます。

コンテキストマッピングの編集

コンテキストマッピングを編集するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Module）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（ScriptModule）]ペインで、編集するコンテキストマッピングが含まれているス
クリプトモジュールをダブルクリックします。

ステップ 4 [コンテキストマッピング（Context Mapping）]タブを選択します。

ステップ 5 編集するコンテキストマッピングの名前を選択し、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 6 [コンテキストマッパーの編集（Edit Context Mapper）]画面で、変更するフィールドを編集します。
[名前（Name）]フィールドは編集できません。

[表形式フィールド（Tabular Fields）]フィールドの値を選択します。この選択は必須です。前の値は維持
されません。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

コンテキストマッピングの削除

コンテキストマッピングを削除するには、次の手順を実行します。
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はじめる前に

すべてのワークフローとレポートからコンテキストマッピングへの参照を削除します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [スクリプトモジュール（Script Module）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スクリプトモジュール（Script Module）]ペインで、削除するコンテキストマッピングが含まれているス
クリプトモジュールをダブルクリックします。

ステップ 4 [コンテキストマッピング（Context Mapping）]タブを選択します。

ステップ 5 削除するコンテキストマッピングの名前を選択します。

ステップ 6 [削除（Delete）]をクリックします。
削除を確認するポップアップが表示されます。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

スクリプトモジュールのインポートおよびエクスポート
ワークフロー、カスタムタスク、およびアクティビティをインポートおよびエクスポートするた

めに使用する [インポート（Import）]および [エクスポート（Export）]アクションを使用して、
スクリプトモジュールをインポート、エクスポートすることもできます。

スクリプトモジュールをインポートする場合は、ワークフロー、カスタムタスク、スクリプト

モジュール、およびアクティビティのインポートを参照してください。

スクリプトモジュールをエクスポートする場合は、ワークフロー、カスタムタスク、スクリプト

モジュール、およびアクティビティのエクスポートを参照してください。
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